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『
令
女
界
』
読
者
グ
ル
ー
プ 

Ｒ
・Ｊ
・
Ｒ
の
活
動
と
女
性

た
ち

は
じ
め
に

　
『
令
女
界
』
は
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年

四
月
に
、
東
京
の
宝
文
館
か
ら
少
女
雑
誌
と
し

て
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る
。
一
九
四
四

（
昭
和
一
九
）
年
五
月
号
か
ら
一
九
四
六
（
昭

和
二
一
）
年
三
月
号
ま
で
は
休
刊
。
戦
後
再

刊
し
て
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
九
月

号
ま
で
続
い
た
。
岐
阜
県
出
身
の
北
村
秀
雄

が
編
集
に
従
事
し
て
、
女
学
生
か
ら
「
女
子

青
年
」
向
け
の
雑
誌
と
し
て
定
着
さ
せ
た
。

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
三
月
に
、
全
国

的
な
『
令
女
界
』
読
者
グ
ル
ー
プ
「
Ｒ
・
Ｊ
・

Ｒ
令
女
純
情
連
盟
（
以
後
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
と

記
載
）」
を
結
成
し
た
。

　

横
浜
市
史
資
料
室
は
、
横
浜
支
部
を
中
心

に
各
地
の
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
支
部
に
関
す
る
写
真

を
収
め
た
ア
ル
バ
ム
を
所
蔵
し
て
い
る
。
横

浜
の
詩
人
篠
原
あ
や
（
本
名
吉
田
静
子
、
旧

姓
田
中
）
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
資
料
で
あ
る
。

篠
原
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
、
現
在

の
中
区
に
生
ま
れ
た
。
一
九
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
に
、
高
木
高
等
女
学
校
専
攻
科
（
現

在
、
英
理
女
子
学
院
高
等
学
校
）
を
卒
業
し

た
。
そ
の
頃
か
ら『
令
女
界
』を
愛
読
し
、

Ｒ
・Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
の
幹
事
で
あ
っ
た
。

篠
原
と
そ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
羽
田

博
昭
が
、
横
浜
市
史
資
料
室
の
複
数
の

刊
行
物
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、「『
令
女
界
』
読
者
グ
ル
ー

プ
『
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
令
女
純
情
連
盟
』
横

浜
支
部
に
つ
い
て
」『
横
浜
市
史
資
料
室

紀
要
』第
一
四
号（
二
〇
二
四
年
）で
、主
に『
令

女
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
告
知
板
」

か
ら
、
横
浜
支
部
の
行
事
報
告
を
紹
介
し
た
。

　

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
昨
年
度
二
冊
の

『
令
女
界
』
を
収
集
し
た
。
第
一
五
巻
第
三
号

（
一
九
三
六
年
三
月
）
と
第
一
八
巻
第
一
号

（
一
九
三
九
年
一
月
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
横

浜
支
部
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
含
め
横
浜
支
部
の

行
事
を
ま
と
め
、
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

第
一
回
「
茶
話
会
」
と
北
林
透
馬

　

全
国
的
な
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
が
結
成
さ
れ
た
翌

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
、
横
浜
支
部

が
発
足
し
た
。
上
の
写
真
は
、
第
一
回
横
浜

支
部
「
茶
話
会
」
の
も
の
で
あ
る
。
茶
話
会

は
一
月
七
日
午
後
一
時
よ
り
、
横
浜
山
手
の

北
林
透
馬
邸
で
開
か
れ
た
。
前
列
右
か
ら
二

人
目
に
巽
（
た
つ
み
）
寿
美
子
（
宝
塚
少
女

歌
劇
団
の
男
役
）、
二
列
目
左
端
が
作
家
の
北

林
透
馬
（
一
九
〇
四
―
一
九
六
八
）
で
あ
る
。

『
令
女
界
』
第
一
五
巻
第
三
号
に
、
報
告
と
共

に
掲
載
さ
れ
た
。
同
誌
グ
ラ
ビ
ア
頁
（
図
１
）

の
撮
影
に
訪
れ
て
い
た
巽
と
北
林
を
囲
み
、

小
説
や
歌
劇
の
話
な
ど
を
し
た
と
い
う
。
最

後
に
福
引
を
し
て
、
午
後
五
時
に
閉
会
し
た
。

参
加
者
は
一
一
名
。
報
告
に
は
、「
ほ
ん
と
に

楽
し
い
午
後
で
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
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表１　Ｒ・Ｊ・Ｒ横浜支部行事

年 月 日 行　事 場　所 人数 巻 号
写真掲載

誌面 アルバム

1 1936 1 7 第１回茶話会 北林透馬邸 11 15 3 〇

2 1936 2 11 第２回茶話会 北林透馬邸 14 15 5 〇 〇

3 1936 3 15 ３月例会 北林透馬邸、ジャーマン・ベーカリー 19 15 7 〇

4 1936 12 20 クリスマス 北林透馬邸 17 16 3 〇 〇

5 1937 1 31 銀座テルミー美容科学研究所員講習　 北林透馬邸 10 16 5

6 1937 5 23 ５月の集ひ 森永キャンディー・ストア 10 16 8

7 1937 10 3 10月の集ひ（北林透馬北支派遣送別会）喜久屋フルーツ・パーラー 9 16 12

8 1937 12 19 12 月ハマの集ひ 喜久屋フルーツ・パーラー 4 17 3

9 1938 1 30 １月例会 喜久屋フルーツ・パーラー 11 17 4

10 1938 2 13 ２月の会合 吉の谷 8 17 5

11 1938 3 20 ３月例会 吉の谷 4 17 6

12 1938 4 17 ４月の集ひ　ピクニック　 二子玉川 4 17 7 〇

13 1938 5 22 ５月例会　イチゴつみ 大船 7 17 8 〇

14 1938 6 5 ６月例会　海軍病院慰問 横須賀海軍病院 4 17 9

15 1938 10 30 10 月例会 〔喜久屋フルーツ・パーラー〕 5 18 1 〇 〇

16 1938 〔11〕 4 〔11月〕例会 会員宅（青絵家） 4 18 2

17 1938 12 4 12 月例会 〔会員宅（田中家）〕 6 18 3 〇 〇

18 1938 12 25 臨時集会　忘年会 永楽軒 8 18 3 〇 〇

19 1939 1 8 新年会　満３周年 永楽軒 11 18 5 〇 〇

20 1939 2 〔19〕 ２月例会 杉田梅林 8 18 5

21 1939 3 19 ３月の集ひ 喜久屋フルーツ・パーラー 7 18 6 〇 〇

22 1939 4 23 ４月例会 不二家 9 18 7 〇

23 1939 5 28 ５月例会　苺つみ 大船 10 18 8 〇

24 1939 6 〔25〕〔６月例会　鎌倉名所古跡めぐり〕 18 7

25 1939 7 23
東京・横浜支部合同　７月の集ひ
大船スタヂオ見学

大船スタヂオ 30 18 10 〇

26 1940 3 17 東京・横浜支部合同ハイキング 大倉山 34 19 6 〇 〇

27 1940 4 21 東京・横浜支部合同会合 喜久屋フルーツ・パーラー 〇

28 1940 5 19 京浜支部創立会 八重洲園 42 19 9 〇 〇

29 1940 6 16 ハイキング 三ツ池 〇

30 1940 ハイキング 神武寺 20 19 12

31 1940 11 24 集会 八重洲園（京橋） 19 12 〇

32 1941 4 5 横浜ハイキング 八聖殿・三渓園 4 20 6

33 1941 山の生活 山中湖畔 8 20 10

　『令女界』「Ｒ・Ｊ・Ｒ告知板」掲載報告・予告、及び篠原資料アルバムより作成した。
　25～ 27：東京・横浜支部合同行事、28以降：京浜支部。
　巻号は『令女界』のもの。記入がない場合は、篠原資料アルバムの書き込みより記載。
　〔　〕は、予告などから推定したもの。
　『令女界』に掲載された写真がある場合は「誌面」欄に〇を、篠原資料アルバムに収録している写真には「アルバム」欄に〇をつけた。

� ●『令女界』読者グループＲ・Ｊ・Ｒの活動と女性たち
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●『令女界』読者グループＲ・Ｊ・Ｒの活動と女性たち

い
る
。
な
か
に
は
第
一
回
茶
話
会
の
も
の
を

含
め
、
ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
写

真
が
三
点
確
認
で
き
た
。

　

会
場
は
、
当
初
北
林
邸
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
喜
久
屋
フ
ル
ー
ツ
・
パ
ー
ラ
ー
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
参
加
人
数
は
当
初
一
〇
人
を

超
え
て
い
た
が
、
徐
々
に
減
少
し
一
け
た
台
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
東
京
支
部
と
合

同
の
企
画
が
多
く
な
り
、
や
が
て
一
九
四
〇

（
昭
和
一
五
）
年
に
両
者
が
合
併
し
、
京
浜
支

部
と
な
っ
た
。

　

内
容
は
例
会
の
ほ
か
、
新
年
会
や
ク
リ
ス

マ
ス
会
な
ど
の
年
中
行
事
、
い
ち
ご
つ
み
や

観
梅
な
ど
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
ス
タ
ジ
オ
見
学

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
一
九
三
七
（
昭
和

一
二
）
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
の

影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
三
八
（
昭

和
一
三
）
年
六
月
に
は
、
横
須
賀
海
軍
病
院
に

傷
病
兵
の
慰
問
を
し
て
い
る
。
一
九
三
九
（
昭

和
一
四
）
年
以
降
は
、
屋
外
の
行
事
が
多
く
、

　

新
進
作
家
の
北
林
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和

五
）
年
に
中
央
公
論
社
が
企
画
し
た
「
文
壇

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
」に
お
い
て「
街
の
国
際
娘
」

が
入
選
し
た
こ
と
を
機
に
、
本
格
的
に
文
壇

に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
頃
新
た

な
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
北
林
透
馬
」
を
名
乗
っ
た
。

『
令
女
界
』
で
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年

に
、「
青
銅
聖
母
像
（
ブ
ロ
ン
ズ
の
マ
リ
ア
）」

を
連
載
し
て
い
た
。
北
林
の
姪
が
横
浜
共
立

学
園
に
通
学
し
て
お
り
、
友
人
が
『
令
女
界
』

の
読
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
縁
も
あ
り
、
北
林

は
自
宅
を
提
供
し
た
。
以
後
、
横
浜
支
部
と

の
関
係
が
続
き
、
北
林
邸
で
の
集
会
が
も
た

れ
る
よ
う
に
な
る
。
篠
原
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

智
恵
利
）
は
第
二
回
か
ら
参
加
し
、
横
浜
支

部
の
幹
事
と
な
っ
た
。

『
令
女
界
』
掲
載
内
容

　

第
一
五
巻
第
三
号
を
み
て
み
よ
う
。
表
紙

と
口
絵
に
蕗
谷
虹
児
が
描
く
美
し
い
女
性
像

が
、
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

そ
し
て
目
次
に
は
、グ
ラ
ヴ
ィ
ア
特
集
、小
説
、

少
女
随
筆
、「
誌
上
封
切
新
映
画
」、
漫
画
な

ど
が
並
ん
で
い
る
。

　

文
芸
懸
賞
で
は
、
抒
情
詩
（
西
條
八
十
選
）、

和
歌
（
柳
原
燁
子
選
）、散
文
（
諏
訪
三
郎
選
）、

ク
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
の
便
り
（
北
川
千
代
選
）、
令

女
短
編
小
説
（
編
集
部
選
）
を
募
集
し
、
賞

品
は
、
特
選
が
令
女
メ
タ
ル
、
入
選
が
令
女

界
用
箋
、
佳
作
が
令
女
界
抒
情
絵
葉
書
で
あ
っ

た
。
読
者
欄
「
茶
話
会
」
は
、
前
号
合
評
会
、

文
芸
短
評
、
ス
ポ
ー
ツ
・
舞
踊
、
歌
劇
、
映

画
・
劇
、
音
楽
・
美
術
、
サ
ロ
ン
の
ひ
と
と

き
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ

告
知
板
」
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
身
上
相
談
、

美
粧
相
談
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
懸
賞
問
題
も

載
せ
、
賞
品
は
Ａ
賞
が
美
麗
化
粧
鏡
、
Ｂ
賞

が
令
女
化
粧
料
、
Ｃ
賞
が
抒
情
絵
葉
書
三
枚

一
組
（
蕗
谷
虹
児
・
加
藤
ま
さ
を
・
し
げ
る
）

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
若
い
女
性
に
向
け
た

内
容
で
あ
っ
た
。
全
体
で
二
九
二
頁
の
う
ち
、

人
気
の
あ
る
読
者
の
投
稿
頁
に
は
六
四
頁
を

あ
て
た
。
こ
の
頃
の
定
価
は
四
〇
銭
で
あ
る
。

横
浜
支
部
の
行
事

　
『
令
女
界
』「
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
告
知
板
」
は
全

国
各
支
部
の
行
事
報
告
や
予
告
を
、
写
真
入

り
で
掲
載
し
て
い
る
。
横
浜
支
部
の
報
告
や

写
真
も
み
ら
れ
る
。
表
一
は
、
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
）
年
の
第
一
回
か
ら
一
九
四
一
（
昭

和
一
六
）
年
ま
で
の
記
事
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
原
誌
は
複
数
の
施
設
で
所
蔵
し
て

い
る
が
、
欠
号
が
あ
る
。
ま
た
、
報
告
が
掲

載
さ
れ
な
か
っ
た
行
事
も
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、篠
原
資
料
ア
ル
バ
ム
（
以
下
、

ア
ル
バ
ム
と
記
す
）
の
写
真
と
対

照
す
る
こ
と
で
、
横
浜
支
部
に
集

う
女
性
た
ち
の
活
動
が
よ
り
鮮
明

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

確
認
で
き
た
三
三
件
の
行
事
の

う
ち
、
ア
ル
バ
ム
に
は
一
六
件
の

写
真
を
収
録
。「
Ｒ
・Ｊ
・
Ｒ
告
知
板
」

は
、
一
二
件
の
写
真
を
掲
載
し
て

ハ
イ
キ
ン
グ
が
目
立
つ
。
戦
時
下
に
、
体
力

の
向
上
を
図
る
目
的
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
九
三
八
年
一
〇
月
例
会
の
参
加
者

　

第
一
八
巻
第
一
号
に
は
、
一
〇
月
三
〇
日

に
開
か
れ
た
、
例
会
の
記
念
写
真
（
図
３
）

と
報
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
（
表
1
、
15
）。

写
真
は
ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
、『
市
史
通
信
』

そ
の
ほ
か
で
何
度
か
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ

の
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

会
場
は
喜
久
屋
フ
ル
ー
ツ
・
パ
ー
ラ
ー
の
よ
う

だ
が
、
写
真
は
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

だ
ろ
う
か
。
一
〇
月
は
会
員
の
集
ま
り
が
悪

く
、
当
初
予
定
し
た
日
は
流
会
、
次
に
開
催

し
た
こ
の
会
合
も
参
加
者
は
五
人
で
あ
っ
た
。

報
告
記
事
で
は
出
席
者
の
少
な
い
こ
と
を
嘆

い
て
い
る
が
、
写
真
に
は
笑
顔
で
収
ま
っ
て

い
る
。
後
列
の
三
人
は
横
浜
支
部
の
幹
事
で
、

右
か
ら
智
恵
利
（
篠
原
）、
佐
川
美
智
、
青
絵

潤
子
。
前
列
右
は
小
島
幾
美
子
、
左
は
水
澤

恵
子
で
あ
る
。
報
告
記
事
に
は
出
席
者
名
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ア
ル
バ
ム
の
書
き
込
み

と
収
録
さ
れ
た
複
数
の
写
真
を
み
て
い
く
こ

と
で
、
人
物
の
特
定
が
可
能
に
な
る
。
当
時

は
和
服
を
着
る
女
性
が
多
く
、
な
か
に
は
洋

装
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
佐
川

と
水
澤
は
洋
装
で
あ
る
。
佐
川
は
看
護
婦
で
、

普
段
か
ら
洋
服
を
着
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
二

名
と
も
、
ほ
か
の
写
真
で
も
洋
服
姿
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
の
稿
で
は
、『
令
女
界
』
の
内
容
と
、
Ｒ
・

Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
の
行
事
及
び
参
加
者
に
つ

い
て
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
室
内

展
示
で
紹
介
す
る
。�

（
上
田　

由
美
）

図３　横浜支部10月例会　横浜市史資料室所蔵　篠原あや資料
　��　『令女界』第18巻第1号（1939年1月）に掲載。

図２　『令女界』第15巻第３号表紙
　　　蕗谷虹児画　横浜市史資料室所蔵
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地
形
図
で
た
ど
る 

　
　
　

野
毛
山
の
周
辺

■
地
形
図
と
は

　

地
図
と
は
、
広
義
に
は
「
あ
る
地
域
の
地

理
情
報
を
表
現
し
た
図
版
」、
よ
り
厳
密
に
は

「
地
表
の
一
部
を
測
量
し
、
そ
の
地
理
情
報
を

一
定
の
縮
尺
と
方
位
の
も
と
で
記
号
に
よ
っ

て
表
現
し
た
平
面
図
、
か
つ
近
代
的
な
印
刷

に
よ
っ
て
不
特
定
多
数
を
対
象
に
作
成
さ
れ

た
図
版
」
と
で
も
定
義
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
後

者
の
定
義
を
最
も
満
た
し
て
い
る
の
が
、
国
の

機
関
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
公
的
機
関
が
測

量
・
作
成
し
た
、
地
形
図
で
あ
る
。
地
形
図
は
、

地
形
の
み
な
ら
ず
様
々
な
地
理
情
報
（
水
系

や
植
生
、
土
地
利
用
、
建
造
物
や
交
通
路
の

配
置
、行
政
界
や
地
名
な
ど
）
が
盛
り
込
ま
れ
、

あ
ら
ゆ
る
地
図
の
基
本
図
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
の
国
土
の
測
量
と
地
図
の

作
成
は
、
明
治
時
代
、
国
の
お
よ
そ
二
つ
の
機

関
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
。
一
つ
は
内
務
省

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
陸
軍
で
あ
る
。
前
者

は
組
織
の
改
正
を
経
て
、
一
八
七
七
（
明
治

一
〇
）
年
に
内
務
省
地
理
局
と
な
っ
た
。
後

者
も
や
は
り
幾
度
の
改
組
を
経
た
後
、
前
者

の
事
業
を
統
合
し
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）

年
、
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
が
発
足
し

た
。
以
後
、
昭
和
時
代
の
終
戦
ま
で
陸
地
測

量
部
が
日
本
の
官
製
地
形
図
の
作
成
を
担
い
、

戦
後
は
現
在
の
国
土
地
理
院
が
そ
れ
を
受
け

継
ぐ
。

　

本
稿
で
は
、
官
製
だ
け
で
な
く
自
治
体
の

作
成
し
た
も
の
も
含
め
、
そ
の
中
で
も
特
に

縮
尺
が
大
き
な
地
形
図
を
時
代
順
に
比
較
し

な
が
ら
、
当
室
の
所
在
す
る
野
毛
山
地
区
（
西

区
老
松
町
）
周
辺
の
景
観
の
変
遷
を
た
ど
っ

て
み
た
い
。
図
一
か
ら
図
四
の
い
ず
れ
も
、

お
お
よ
そ
同
じ
領
域
を
元
の
地
図
よ
り
抜
き

出
し
た
。

■
明
治
期
の
野
毛
山

　

陸
軍
の
地
図
作
成
事
業
が
本
格
化
す
る
以

前
、
東
京
・
大
阪
・
横
浜
・
神
戸
の
四
都
市

に
つ
い
て
は
、
内
務
省
地
理
局
が
縮
尺
五
千

分
一
の
大
縮
尺
地
図
を
「
実
測
図
」
の
名
称

で
発
行
し
て
い
る
。
図
一
は
同
局
が
作
成
し

た
「
横
浜
実
測
図
」
の
一
部
で
、
一
八
七
四

（
明
治
七
）
年
か
ら
七
八
（
同
一
一
）
年
に
行

わ
れ
た
測
量
に
基
づ
き
、
一
八
八
一
（
明
治

一
四
）
年
に
発
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
横
浜
実
測
図
」
に
は
、
市
制
・
町
村

制
が
制
定
さ
れ
る
以
前
の
、
郡
区
町
村
編
成

� ●地形図でたどる野毛山の周辺

【図１】５千分１「横浜実測図」（部分）
　　　　1881（明治14）年発行、内務省地理局、横浜都市発展記念館所蔵、約69％に縮小
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法
下
の
「
横
浜
区
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
図

一
は
そ
の
う
ち
野
毛
山
周
辺
の
部
分
で
あ
る
。

野
毛
山
と
は
、
か
つ
て
戸
部
村
の
野
毛
浦
と

呼
ば
れ
た
海
岸
の
背
後
に
あ
る
高
台
の
通
称

で
、
鶴
見
川
の
右
岸
か
ら
根
岸
湾
に
か
け
て
、

横
浜
市
の
東
部
に
連
な
る
下
末
吉
台
地
の
一

部
で
あ
る
。
標
高
は
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
以

下
で
、
そ
の
北
東
端
は
伊
勢
山
や
掃
部
山
な

ど
と
も
通
称
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
内
務
省
の
実
測
図
が
後
年
の
官
製
地

形
図
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
土
地
の
起
伏

が
等
高
線
で
は
な
く
、「
ケ
バ
」
と
呼
ば
れ
る

短
線
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
傾

斜
線
と
平
行
に
刻
ま
れ
る
ケ
バ
は
、
太
い
ほ

ど
傾
斜
が
急
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
斜
面
や

崖
な
ど
の
土
地
の
起
伏
を
立
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
考
案
さ
れ
た
。
野
毛
山
を
め

ぐ
る
土
地
の
起
伏
も
ケ
バ
か
ら
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

図
中
央
の
野
毛
山
の
高
台
に
は
、
神
奈
川

県
師
範
学
校
（N

orm
al�School

）
や
十
全
医

院
（H

ospital�

＊
図
一
お
よ
び
図
二
の
図
中
で

は「
十
全
病
院
」と
表
記
）、老
松
学
校（School

）

な
ど
の
建
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
師
範
学

校
は
間
も
な
く
鎌
倉
へ
移
る
。

　

図
を
上
側
か
ら
右
側
へ
横
切
る
の
は
、
東

海
道
の
芝
生
村
（
図
外
上
）
と
横
浜
開
港
場

の
出
入
り
口
の
吉
田
橋
（
図
外
右
）
と
を
結

ぶ
べ
く
、
幕
末
に
整
備
さ
れ
た
横
浜
道
で
あ

る
。
野
毛
山
に
切
通
し
を
刻
み
、
沿
道
周
辺

に
「
野
毛
町
四
丁
目
」
や
「
老
松
町
」
な
ど

の
町
名
を
付
し
た
宅
地
が
開
か
れ
て
い
る
の

が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、台
地
下
の
低
平
地（
野

毛
町
一
、二
、三
丁
目
ほ
か
）
や
大
岡
川
を
は

さ
ん
だ
関
外
地
区
、
開
業
直
後
の
横
浜
停
車

場
の
設
け
ら
れ
た
埋
立
地
（
桜
木
町
）
な
ど

と
と
も
に
横
浜
区
に
含
め
ら
れ
た
。

　

一
方
、
野
毛
山
の
南
西
側
（
図
左
下
）
一

帯
は
雑
木
林
や
砂
地
が
広
が
り
、
横
浜
区
で

は
な
く
久
良
岐
郡
の
一
部
を
成
し
て
い
た
。

■
大
正
期
の
野
毛
山

　

縮
尺
と
は
、
地
表
面
の
縮
小
率
で
あ
り
、
地

図
に
お
い
て
最
も
重
要
な
指
標
で
あ
る
。
縮

尺
の
小
さ
い
地
図
は
広
域
を
概
観
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
反
対
に
縮
尺
の
大
き
い
地

図
は
特
定
の
エ
リ
ア
の
地
理
を
詳
細
に
分
析

す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。

　

陸
地
測
量
部
は
当
初
、
二
万
分
一
の
縮
尺

で
全
国
の
地
形
図
を
作
成
す
る
予
定
だ
っ
た
。

し
か
し
、
多
大
な
労
を
要
す
る
こ
と
か
ら
こ

れ
を
断
念
し
、
縮
尺
を
小
さ
く
し
て
大
正
時

●地形図でたどる野毛山の周辺

【図２】１万分１地形図「横浜」（部分）
　　　　1922（大正11）年測図、陸軍陸地測量部、横浜開港資料館所蔵、約138％に拡大
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代
ま
で
に
国
土
を
五
万
分
一
の
地
形
図
で
カ

バ
ー
し
た
。
や
が
て
二
万
五
千
分
一
地
形
図

の
作
成
が
始
ま
り
、
戦
後
の
国
土
地
理
院
は

そ
れ
を
基
本
図
に
定
め
た
。
さ
ら
に
横
浜
市

を
含
め
た
六
大
都
市
の
周
辺
に
つ
い
て
は
大

正
か
ら
昭
和
前
期
、
こ
れ
ら
よ
り
も
縮
尺
が

大
き
く
詳
細
で
あ
る
、
一
万
分
一
地
形
図
の

作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

横
浜
近
傍
の
一
万
分
一
地
形
図
は
、

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
測
図
の
も
の
が

最
初
で
あ
る
（
図
二
）。
一
八
八
九
（
明
治

二
二
）
年
、
市
制
が
施
行
さ
れ
て
成
立
し
た

横
浜
市
は
、
明
治
期
の
う
ち
に
二
度
の
市
域

拡
張
を
行
っ
た
。
そ
の
間
、
戸
部
・
太
田
地

区
（
久
良
岐
郡
戸
太
村
）
は
横
浜
市
に
編
入

さ
れ
、
本
図
の
範
囲
は
全
て
市
域
内
で
あ
る
。

野
毛
山
に
は
そ
の
最
高
地
点
に
、
一
八
八
七

（
明
治
二
〇
）
年
に
配
水
を
開
始
し
た
横
浜
水

道
が
浄
水
場
を
設
け
て
い
る
。

　

早
く
よ
り
豪
商
の
邸
宅
が
建
造
さ
れ
た
野

毛
山
か
ら
、
戸
部
・
太
田
に
か
け
て
の
地
域
は
、

関
内
地
区
に
勤
め
る
銀
行
員
や
会
社
員
、
あ

る
い
は
市
内
の
学
校
の
教
員
な
ど
、
主
に
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
居
住
地
と
し
て
市
街
化

が
進
ん
だ
よ
う
で
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期

に
最
も
人
口
が
増
加
し
た
。

■
昭
和
戦
前
期
の
野
毛
山

　

地
方
自
治
体
の
作
成
す
る
地
形
図
は
官
製

地
形
図
よ
り
も
大
縮
尺
で
あ
り
、
例
え
ば
横

浜
市
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
測
図

を
皮
切
り
に
、
三
千
分
一
の
縮
尺
の
地
形
図

を
土
木
局
よ
り
順
次
発
行
し
た
（
図
三
）。

　

横
浜
市
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の

関
東
大
震
災
に
お
い
て
、
低
平
地
に
展
開
し

た
市
街
地
が
地
震
直
後
の
火
災
で
ほ
と
ん
ど

焼
失
し
た
が
、
震
災
後
に
は
、
土
地
の
区
画

整
理
や
街
路
の
新
設
・
拡
幅
、
河
川
の
改
修
、

路
面
電
車
の
軌
道
の
新
設
・
移
設
な
ど
、
国
・

県
・
市
に
よ
っ
て
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
復
興
事

業
が
進
め
ら
れ
た
。
本
図
に
は
そ
の
成
果
が

詳
細
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

市
街
化
の
進
ん
で
い
な
か
っ
た
下
末
吉
台

地
の
上
は
お
よ
そ
無
事
だ
っ
た
が
、
野
毛
山

地
区
は
火
災
の
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
後
の

復
興
事
業
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
横
浜
道
で

あ
る
野
毛
坂
の
切
通
し
は
拡
幅
さ
れ
、
都
橋

方
面
で
は
な
く
、
長
者
橋
方
面
へ
ま
っ
す
ぐ

下
る
ル
ー
ト
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
路
上
に

は
市
電
（
長
者
町
線
）
の
軌
道
が
敷
か
れ
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
開
通
し
た
。
日

ノ
出
町
の
交
差
点
で
は
別
に
新
設
さ
れ
た
日

� ●地形図でたどる野毛山の周辺

【図３】横浜市（旧）３千分1地形図「新港町」「西戸部」「山下町」「南太田」（部分）
　　　　1931～1933（昭和6～8）年測図、横浜市土木局、横浜開港資料館所蔵、約42％に縮小
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の
出
町
線
と
交
差
し
、
ま
た
、
一
九
三
一
（
昭

和
六
）
年
、
京
浜
電
気
鉄
道
と
湘
南
電
気
鉄

道
が
連
結
す
る
日
ノ
出
町
駅
も
開
業
。
付
近

は
新
た
な
交
通
の
要
地
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
野
毛
山
の
高
台
に
は
都
市
公
園
の
野

毛
山
公
園
が
整
備
さ
れ
、
一
九
二
六
（
大
正

一
五
）
年
に
主
な
部
分
が
開
園
し
た
。
横
浜

市
十
全
医
院
（
病
院
）
は
被
災
し
て
他
へ
移

転
し
た
が
、
そ
の
跡
地
に
老
松
小
学
校
が
移
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
老
松
小
学
校
の
跡
地
を

利
用
し
て
横
浜
市
立
図
書
館
が
一
九
二
七
（
昭

和
二
）
年
に
竣
工
し
、
図
書
館
に
隣
接
し
て

震
災
記
念
館
が
そ
の
翌
年
に
竣
工
し
た
。
や

は
り
被
災
し
た
野
毛
山
浄
水
場
は
配
水
池
（
貯

水
池
）
と
し
て
再
整
備
さ
れ
た
。

　

な
お
、三
千
分
一
地
形
図
は
三
色
刷
り
（
黒
・

茶
・
水
色
）
の
豪
華
な
地
図
だ
っ
た
が
、
戦

争
の
影
響
で
全
て
を
発
行
で
き
ず
に
終
わ
っ

て
い
る
。

■
高
度
成
長
期
の
野
毛
山

　

戦
後
に
改
め
て
作
成
さ
れ
た
横
浜
市
三
千

分
一
地
形
図
は
、
図
郭
（
地
図
の
区
切
り
）

が
戦
前
の
も
の
と
異
な
る
が
、
一
九
五
四
（
昭

和
二
九
）
年
よ
り
計
画
局
（
当
初
は
建
設
局
）

が
全
市
域
（
現
在
と
同
じ
）
を
九
〇
枚
の
図

で
網
羅
し
発
行
し
た
。
単
色
刷
り
だ
が
、
市

街
密
集
地
の
建
物
を
一
棟
ず
つ
描
い
て
い
る

点
が
、
戦
前
の
図
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。

　

図
四
は
高
度
経
済
成
長
期
の
野
毛
山
周
辺

で
あ
る
。
老
松
小
学
校
は
新
制
の
老
松
中
学
校

と
な
り
、
平
沼
家
の
邸
宅
跡
に
日
本
住
宅
公

団
の
野
毛
山
団
地
が
建
設
さ
れ
た
（
一
九
五
六

年
入
居
開
始
）。
日
ノ
出
町
駅
を
通
過
す
る
電

鉄
は
京
浜
急
行
電
鉄
に
統
合
さ
れ
た
が
、
市

電
は
戦
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
一
九
四
九

（
昭
和
二
四
）
年
、
野
毛
山
公
園
の
う
ち
配
水

池
の
南
西
側
の
エ
リ
ア
な
ど
が
会
場
の
一
つ

と
な
っ
て
、
日
本
貿
易
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
。
会
場
の
跡
地
に
は
翌
々
年
、
児
童
遊
園

が
整
備
さ
れ
、
動
物
園
を
そ
の
一
部
に
含
む

野
毛
山
遊
園
地
が
開
園
し
た
。

　

し
か
し
、
本
図
作
成
の
一
九
六
四
（
昭
和

三
九
）
年
、地
下
に
配
水
池
を
新
設
す
る
た
め
、

児
童
遊
園
は
閉
鎖
さ
れ
、
動
物
園
の
部
分
が

野
毛
山
動
物
園
と
し
て
自
立
す
る
。
ま
た
、

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
か
ら
翌
年
、
市

電
の
長
者
町
線
、
日
ノ
出
町
線
が
撤
廃
さ
れ

る
。
市
内
の
郊
外
で
は
人
口
が
急
増
し
、
中

心
部
と
連
動
し
て
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
改
造
が

急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

�

（
岡
田　

直
）

●地形図でたどる野毛山の周辺

【図４】横浜市（新）３千分1地形図「西戸部」「南太田」（部分）
　　　　1964（昭和39）年測図、横浜市計画局、横浜市史資料室所蔵、約42％に縮小
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「
神
奈
川
県
内
製
産 

実
用
工
芸
品
調
査
書
」

（
一
九
三
四
年
）
に
つ
い
て

　

市
史
資
料
室
で
は
、「
昭
和
九
年　

神
奈
川

県
内
製
産　

実
用
工
芸
品
調
査
書
」（
市
史
資

料
室
所
蔵
資
料
一
一
三
三
）
と
表
紙
に
あ
る

資
料
（
購
入
）
を
所
蔵
し
て
い
る
。
資
料
は

厚
さ
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
簿
冊
で
、

後
半
に
簿
冊
の
表
題
に
関
わ
る
調
査
資
料
が

「
調
査
材
料
」
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
前

後
に
そ
の
他
の
資
料
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
の
概
要
を
前
後
に
あ
る

様
々
な
資
料
も
含
め
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

資
料
の
概
要

　

こ
の
簿
冊
の
先
頭
に
綴
ら
れ
て
い
る
資
料

は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
一
六
日
起

案
、
一
八
日
施
行
の
神
奈
川
県
商
工
課
の
文

書
で
あ
る
。
内
容
は
、
蘭
領
ア
ン
ボ
イ
ナ
市

（
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
淡
路
商
店
か
ら
の
問
合

せ
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。
そ
の
他
、
前
半
・

末
尾
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
資
料
は
神
奈
川
県

商
工
課
や
神
奈
川
県
商
工
協
会
宛
の
各
所
か

ら
の
通
知
や
問
合
せ
類
と
そ
れ
に
対
す
る
商

工
課
の
回
答
の
起
案
類
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
半
の
「
実
用
工
芸
品
調
査
」
も

神
奈
川
県
商
工
課
が
行
っ
た
調
査
の
製
造
者
・

同
業
組
合
等
か
ら
の
回
答
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
商
工
課
で
文
書
作
成
に
関
わ
っ
た
人

物
か
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
継
承
し
た
人
物
の

手
元
に
あ
っ
た
資
料
と
言
え
る
。
こ
の
資
料

に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
は
、
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
～
三
四
年
の
商
工
課
や
商
工
協
会
宛

の
通
知
・
問
合
せ
・
年
賀
状
等
も
同
資
料
群

に
含
ま
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
一
一
六
三
）。

　

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
神
奈
川
県
職

員
録
を
見
る
と
、
商
工
課
で
商
工
協
会
書
記

の
一
人
が
起
案
の
押
印
と
同
姓
で
あ
る
の

で
、
同
人
物
の
手
元
資
料
の
可
能
性
が
あ
り
、

挟
み
込
ま
れ
て
い
る
年
代
・
内
容
が
異
な
る

一
九
四
〇
年
の
資
料
や
同
時
に
入
手
し
た
資

料
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
そ
の
後
に
別
の

人
物
に
継
承
さ
れ
て
残
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

次
に
先
ず
前
半
・
末
尾
に
綴
じ
ら
れ
て
い

る
資
料
か
ら
紹
介
し
よ
う
。

問
合
せ
・
通
知
等
の
資
料

　

前
半
・
末
尾
の
資
料
は
各
所
か
ら
の
通
知

類
や
問
合
せ
、
そ
れ
に
対
す
る
商
工
課
か
ら

の
回
答
等
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か

を
紹
介
す
る
。

　

先
に
触
れ
た
最
初
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
淡

路
商
店
か
ら
の
問
合
せ
は
、
コ
プ
ラ
・
丁
字
・

高
瀬
貝
・
松
脂
の
使
用
工
業
者
と
、
日
光
焼
・

造
花
・
漆
器
の
製
造
販
売
者
の
問
い
合
わ
せ
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
取
扱
商
品
の
販
路
拡
大
と

日
本
側
の
商
品
を
輸
入
す
る
た
め
と
思
わ
れ

る
。
商
工
課
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
神
奈
川
区
東

京
搾
油（
株
）横
浜
工
場
、同
区
日
清
製
油（
株
）

横
浜
工
場
、
鎌
倉
郡
川
口
村
渡
邊
貝
細
工
製

造
工
場
、
中
区
鈴
木
塗
料
店
（
取
扱
店
）
と
、

中
区
加
藤
虎
雄
（
取
扱
店
）、
同
区
加
藤
仙
吉
、

同
区
横
浜
漆
工
会
を
紹
介
す
る
案
を
作
成
し

た
。
な
お
、
起
案
に
は
、
日
光
焼
の
注
記
と

し
て
「
日
光
焼
ト
称
ス
ル
モ
ノ
当
地
方
ニ
ナ

ク
、
加
藤
虎
雄
商
店
ハ
「
日
光
」
ナ
ル
商
号

ヲ
有
シ
同
店
取
扱
ニ
係
ル
焼
物
ノ
底
部
ニ
ソ

ノ
マ
ー
ク
」
が
あ
る
の
で
、
日
光
焼
と
呼
称

し
て
い
る
と
想
像
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
海
外
か
ら
の
産
物
や
業
者
の
問

合
せ
は
、
朝
鮮
半
島
や
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
に
建
国
さ
れ
た
「
満
洲
国
」
新
京
な
ど
か

ら
で
あ
る
。
咸
北
〔
咸
鏡
北
道
〕
城
津
郡
臨

溟
市
に
所
在
し
て
い
る
金
泰
鉉
商
店
か
ら
「
横

浜　

商
工
会
」
宛
の
問
合
せ
は
、
古
着
卸
商

の
住
所
・
店
名
等
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
欲
し

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
三
二
年
一
一
月

二
七
日
）。
同
店
は
神
奈
川
県
内
か
ら
古
着
を

仕
入
れ
て
い
た
が
、
古
着
卸
商
の
住
所
や
店

名
を
知
ら
な
い
店
も
多
く
、
注
文
す
る
時
に

不
便
が
多
い
と
し
て
問
い
合
わ
せ
て
き
て
い

る
。
回
答
の
文
書
は
綴
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
新
京
の
乾
隆
公
司
か
ら
商
工
課
宛

の
問
合
せ
で
は
（
三
三
年
四
月
二
九
日
）、
こ

の
商
店
は
前
年
に
開
店
し
「
内
地
各
府
県
之

特
産
品
を
汎
く
満
洲
国
一
円
に
互〔
亙
〕

り
宣
伝
販

売
」
し
て
お
り
、
神
奈
川
県
の
物
産
品
を
紹

介
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た

年
未
詳
だ
が
三
三
年
末
か
三
四
年
初
と
思
わ

れ
る
新
京
の
新
興
洋
行
か
ら
の
問
合
せ
は
、

「
府
県
下
に
於
け
る
代
表
的
珍
物
名
産
品
」
の

名
称
・
製
造
者
等
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
と
い

う
も
の
で
、
具
体
的
に
菓
子
類
（
果
実
野
菜

類
の
加
工
品
）、
海
産
物
の
加
工
品
（
突
出
し

ビ
ー
ル
の
肴
又
は
簡
単
な
る
副
食
物
に
適
す

る
も
の
）、
漬
物
味
噌
（
漬
物
は
味
噌
漬
、
奈

良
漬
の
類
）、
其
他
で
四
～
五
〇
日
間
腐
敗
変

味
し
な
い
も
の
に
限
る
と
あ
っ
た
。
乾
隆
公

司
同
様
に
印
刷
の
依
頼
状
で
あ
り
（
活
版
と

孔
版
）
広
範
囲
に
送
付
し
た
と
思
わ
れ
る
の

で
、「
満
洲
国
」
成
立
に
伴
っ
て
進
出
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
両
方
の
依
頼
状
に
は
「
商
工
時

報
第
二
十
一
号
を
貴
酬
送
附
」
と
朱
書
き
さ

れ
て
お
り
、
回
答
と
し
て
『
神
奈
川
県
商
工

時
報
』
第
二
一
号
を
送
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
、
国
内
の
商
店
等
か
ら
も
様
々
な
問

合
せ
が
あ
っ
た
。

　

大
阪
市
の
直
輸
出
入
業
松
島
商
店
輸
入
部

か
ら
は
珈
琲
豆
問
屋
・
香
料
問
屋
の
氏
名
・
住

所
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
（
三
三
年
一
月

か
）。
依
頼
文
に
は
鉛
筆
書
き
で
、
珈
琲
豆
問

屋
と
し
て
中
区
の
ミ
カ
ド
ヤ
食
料
品
店
・
同
区

木
村
商
店
、
香
料
問
屋
と
し
て
同
区
諸
貫
薬

局
と
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
店
名
・

住
所
を
回
答
し
た
も
の
思
わ
れ
る
。
同
じ
く

大
阪
市
の
合
資
会
社
荒
川
商
店
か
ら
は
「
万
一

貴
県
下
に
於
て
右
松
根
油
製
造
業
者
有
之
候

は
ゝ
」
知
ら
せ
て
欲
し
い
と
の
問
合
せ
が
あ
っ

た
（
三
二
年
四
月
六
日
）。
荒
川
商
店
は
テ
レ

ピ
ン
油
・
工
業
用
薬
品
を
扱
っ
て
お
り
工
場

も
有
し
て
い
た
。
太
田
町
一
丁
目
の
西
島
商

店
に
回
報
さ
れ
、
回
答
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

　

ま
た
広
島
県
竹
原
町
の
山
陽
葡
萄
園
松
田

茂
か
ら
は
香
料
黒
文
字
油
問
屋
の
所
在
を
問

い
合
わ
せ
て
き
て
い
る
（
年
未
詳
）。「
十
月

三
十
一
日
貴
酬
」
と
の
み
朱
書
き
さ
れ
て
お
り

� ●「神奈川県内製産実用工芸品調査書」（一九三四年）について

写真1�「昭和九年　神奈川県内製産�
実用工芸品調査書」
（市史資料室所蔵資料1133）
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に
よ
っ
て
「
本
道
ノ
海
産
物
ハ
中
華
国
民
ヲ

唯
一
ノ
華
客
ト
ス
ル
関
係
上
」「
販
路
ノ
梗

塞
ヲ
来
シ
」
た
と
あ
り
、
事
変
前
、
根
室
地

方
産
昆
布
は
九
割
以
上
を
上
海
中
心
に
販
売

し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
他
の
漁
業
も
不
漁

と
価
格
安
の
た
め
漁
業
者
は
「
悲
惨
ナ
ル
状

態
」
と
な
っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
転
送
先
か
ら
の
反
響
が
あ
り
、
商

工
課
で
は
「
長
切
一
等
昆
布
見
本
ニ
関
ス
ル

件
」（
三
二
年
八
月
二
四
日
起
案
）
に
よ
り
回

答
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
横
浜

塩
干
魚
海
産
物
商
同
業
組
合
か
ら
引
き
合
い

が
あ
り
、
見
本
よ
り
も
良
質
で
砂
混
じ
り
が

な
い
も
の
で
事
前
に
見
本
送
付
を
条
件
と
し
、

一
〇
〇
石（
四
〇
〇
〇
貫
）を
希
望
し
て
い
た
。

　

そ
の
他
、
通
知
類
と
し
て
は
社
団
法
人
日

土
貿
易
協
会
が
社
団
法
人
近
東
貿
易
協
会
へ

の
改
名
通
知
（
三
二
年
六
月
一
日
）
な
ど
も

あ
る
。

　

県
商
工
課
側
が
主
体
的
と
な
っ
た
文
書
も

あ
る
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
四
月
二
六
日

起
案
「
東
亜
輸
出
組
合
設
立
ニ
関
シ
御
依
頼

ノ
件
」
は
「
対
満
経
済
進
出
具
体
案
」
と
し

て
組
織
さ
れ
た
輸
出
組
合
の
現
地
駐
在
員
を

依
頼
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
安
東
県
・
大
連
市
・

新
京
・
吉
林
・
哈
爾
浜
・
斉
々
哈
爾
に
そ
れ

ぞ
れ
一
人
宛
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

安
東
県
・
大
連
市
・
吉
林
の
駐
在
員
を
依
頼

さ
れ
た
三
名
の
承
諾
書
も
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
輸
出
組
合
結
成
を
扱
っ
た
『
商
工
協

会
報
』
一
九
三
三
年
四
月
二
〇
日
も
合
わ
せ

て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
三
三
年
一
二
月
一
四
日
に
は
、
神
奈
川

県
商
工
協
会
主
催
日
埃
貿
易
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
関
係
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
エ
ジ

プ
ト
と
の
貿
易
は
、
二
九
（
昭
和
四
）
年
に

出
超
と
な
り
、
前
年
に
は
二
倍
以
上
と
な
っ

て
い
た
。
世
界
が
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
に
進
む

な
か
で
、
日
本
に
と
っ
て
制
約
が
少
な
い
貿

易
相
手
は
貴
重
で
あ
り
何
ら
か
の
対
応
が
求

め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
両
国
親
善
と
貿

易
の
発
展
に
期
す
る
た
め
に
経
済
界
に
働
き

か
け
、
一
一
月
に
は
日
埃
貿
易
協
会
が
組
織

さ
れ
た
。
こ
の
懇
談
会
も
そ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
計
画
さ
れ
た
。
懇
談
会
の
司
会
者
挨

拶
要
旨
や
既
に
設
置
さ
れ
て
い
た
カ
イ
ロ
日

本
商
品
館
へ
の
出
品
者
一
覧
、
日
埃
貿
易
協

会
創
立
関
係
の
文
書
も
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
簿
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
い
ち
ば

ん
多
い
文
書
は
刊
行
物
の
寄
贈
依
頼
で
あ
る
。

刊
行
物
依
頼
は
、『
横
浜
港
外
国
貿
易
概
況
』・

『
神
奈
川
県
商
工
時
報
』
と
特
定
し
て
い
る
場

合
と
、
単
に
「
神
奈
川
県
産
業
一
覧
」（
東
京

商
工
会
議
所
・
三
三
年
九
月
一
二
日
）、「
研

究
資
料
」（
大
分
高
等
商
業
学
校
商
事
研
究
部
・

●「神奈川県内製産実用工芸品調査書」（一九三四年）について

写真2　�ジャパン・ツーリスト・ビューロー上海案内所、「昭
和九年　神奈川県内製産　実用工芸品調査書」

� （市史資料室所蔵資料1133）所収

ノ
内
ビ
ル
ヂ
ン
グ
内
の
一
画
の
紹
介
が
あ
っ

た
（
三
二
年
一
〇
月
一
二
日
）。
丸
ビ
ル
の
案

内
図
や
区
画
の
位
置
図
・
陳
列
棚
の
配
置
図
・

陳
列
棚
等
の
図
も
添
付
さ
れ
て
い
た
。
区
画

は
東
京
駅
か
ら
皇
居
方
面
の
道
路
に
面
し
た

一
階
入
り
口
橫
の
一
画
と
反
対
側
の
皇
居
に

近
い
角
の
一
画
で
あ
っ
た
。

　

同
年
八
月
に
は
、
北
海
道
釧
路
国
支
庁
か

ら
長
切
一
等
昆
布
の
見
本
配
布
の
依
頼
が
有

り
、
こ
れ
に
関
す
る
起
案
等
が
綴
ら
れ
て
い

る
（
三
二
年
八
月
一
〇
日
・
八
月
二
四
日
起

案
）。
こ
の
依
頼
に
よ
り
、
八
月
五
日
付
「
送

状
」（
出
荷
主
は
釧
路
国
支
庁
）
で
大
隅
丸
に

積
ま
れ
て
一
束
の
昆
布
が
送
付
さ
れ
て
来
た
。

一
〇
日
の
起
案
で
は
、「
横
浜
塩
干
魚
海
産
物

商
同
業
組
合
」と「
横
浜
生
魚
塩
干
株
式
会
社
」

宛
に
送
付
し
た
よ
う
で
あ
る
。
先
方
か
ら
は

併
せ
て
「〔
昆
布
推
奨
・
見
本
送
付
状
〕」・「
昆

布
価
格
調
其
他
」・「
昆
布
ノ
効
用
ニ
就
テ
」・

「
昆
布
調
理
方
法
」
も
添
付
さ
れ
て
い
た
。
送

付
状
に
よ
る
と
「
客
年
勃
発
セ
ル
日
支
事
変
」

回
答
の
内
容
は
判
明
し
な
い
。
八
戸
市
菊
地

商
店
か
ら
は
落
花
生
問
屋
の
所
在
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
（
一
九
三
四
年
一
月
か
）。
落

花
生
卸
小
売
商
と
し
て
中
区
の
上
総
屋
重
田

重
吉
と
朱
書
き
が
さ
れ
て
お
り
、
同
店
を
回

答
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
阪
も
含
め
て

い
ず
れ
も
比
較
的
遠
隔
地
で
「
不
案
内
」
の

た
め
の
問
合
せ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
近
い
と
こ
ろ
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
り
、
川
崎
市
の
藤
屋
百
貨
店
調
査
部

か
ら
は
県
内
の
海
産
物
・
農
産
物
の
内
、
他

県
へ
の
移
出
可
能
性
が
あ
る
著
名
食
料
品
、

特
産
食
料
品
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

（
一
九
三
三
年
）。
こ
れ
ら
を
「
当
地
に
御
紹

介
申
上
度
存
候
」
と
あ
り
、
全
国
的
に
問
合

せ
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
町
山
石

永
一
郞
か
ら
は
、
県
内
の
タ
ケ
ノ
コ
缶
詰
製

造
業
者
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
（
三
四
年

一
月
か
）。
こ
れ
に
対
し
て
は
朱
書
き
か
ら
磯

子
区
四
ツ
菱
食
品
株
式
会
社
を
回
答
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
組
織
や
学
校
等

の
様
々
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

　

通
知
と
依
頼
を
兼
ね
た
も
の
も
あ
っ
た
。

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
七
月
一
三
日
ジ
ャ

パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
日
本

産
業
協
会
の
「
上
海
商
品
見
本
陳
列
場
開
設

に
関
す
る
件
」
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
上
海
案
内
所
に

お
け
る
陳
列
場
開
設
を
通
知
す
る
と
と
も
に

「
御
賛
助
の
上
参
加
御
申
込
賜
度
」
と
依
頼
を

し
て
い
る
。
陳
列
場
の
仕
様
と
と
も
に
図
面

と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
上
海
案
内
所
の
写
真
が
添
付
さ
れ

て
い
る
。

　

国
内
か
ら
も
物
産
紹
介
所
・
陳
列
場
の
物

件
と
し
て
三
菱
合
資
会
社
地
所
課
長
か
ら
丸

写真３　�丸ビルの陳列棚・陳列台姿図（青焼）、「昭和九年　
神奈川県内製産　実用工芸品調査書」

（市史資料室所蔵資料1133）所収
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� ●「神奈川県内製産実用工芸品調査書」（一九三四年）について

三
四
年
二
月
七
日
）、「
編
纂
経
済
関
係
冊
子
」

（
広
島
県
産
業
奨
励
館
・
三
四
年
九
月
一
八
日
）

な
ど
も
あ
り
、
依
頼
に
合
致
し
た
刊
行
物
を

送
付
し
た
よ
う
で
あ
る
。

実
用
工
芸
品
調
査
関
係
資
料

　

簿
冊
表
題
に
関
す
る
資
料
は
「
調
査
材
料
」

と
書
か
れ
た
紙
に
よ
り
仕
切
ら
れ
た
ま
と
ま

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
月

二
六
日
付
九
商
第
五
二
号
に
よ
り
行
わ
れ
た

実
用
工
芸
品
に
関
す
る
調
査
で
、
こ
れ
に
よ

る
回
答
等
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
主
に
「
九
商

第
五
二
号
附
属　

実
用
工
芸
品
調
査
要
項
」

と
い
う
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
、

罫
紙
な
ど
に
同
様
の
項
目
に
よ
り
記
載
し
た

文
書
も
あ
る
。
ま
た
、
調
査
先
に
よ
っ
て
は

調
査
先
か
ら
の
回
答
で
は
な
く
、
課
内
で
独

自
に
記
載
し
た
と
思
わ
れ
る
用
紙
も
あ
り
、

こ
の
場
合
は
下
書
き
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
記

載
の
も
の
が
多
い
。
表
1
は
調
査
要
項
類
が

綴
じ
ら
れ
て
い
る
工
芸
品
の
一
覧
で
あ
る
が
、

個
人
・
個
人
商
店
、
同
業

組
合
な
ど
各
種
組
合
、
比

較
的
大
き
な
日
本
ビ
ク

タ
ー
等
ま
で
様
々
で
あ

る
。
記
載
も
セ
ル
プ
釦
、

麻
真
田
等
の
比
較
的
詳
し

く
書
い
て
い
る
産
業
も
あ

れ
ば
、
記
載
が
簡
単
な
産

業
も
あ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
実
用
工

芸
品
に
関
し
ま
と
め
た

も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
調
査
材
料
」

が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
簿
冊
で
あ
る
。

　

同
表
で
調
査
対
象
を
み
る
と
横
浜
市
や
県

内
の
著
名
な
工
芸
品
が
多
い
。
真
葛
焼
や
芝

山
漆
器
、
鎌
倉
彫
、
箱
根
の
木
工
品
、
貝
細

工
な
ど
盛
衰
が
あ
っ
て
も
現
在
ま
で
残
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
横
浜
市
以
外
は
、
津
久
井
絹
織
物

（
内
地
向
小
巾
）、
愛
川
輸
出
絹
織
物
（
広
巾
）、

箱
根
物
産
木
竹
製
品
、鎌
倉
彫
、綿
タ
ヲ
ル
（
吉

浜
タ
ヲ
ル
生
産
組
合
─
現
湯
河
原
町
）、
箱
根

物
産
木
製
玩
具
、
江
ノ
島
貝
細
工
、
鎌
倉
貝

細
工
、
大
山
物
産
、
蓄
音
機
製
造
及
販
売
（
株

式
会
社
日
本
蓄
音
器
商
会
─
川
崎
市
）
で
あ

る
。
産
業
別
で
は
、や
は
り
繊
維
産
業
が
多
い
。

　

こ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
物
産
・
産
業
に

つ
い
て
は
補
足
し
て
お
こ
う
。
硬
質
サ
ク
ラ

漆
器
は
、
河
野
篤
二
・
北
村
品
子
が
発
明
し

た
「
硬
質
紙
器
製
造
法
」（
一
九
二
三
（
大
正

一
二
）
年
、
特
許
第
四
四
九
九
号
）
に
よ
り

作
ら
れ
た
紙
器
を
漆
器
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
七
（
昭
和
二
）
年
、
最
初
は
本
牧
に
製
作

工
場
を
設
置
し
、
紙
く
ず
を
買
っ
て
原
料
に

品名及業種 生産業者・団体
美術陶磁器製造 真葛合名会社
横浜陶器「横浜絵付」 横浜陶磁器商工同業組合
横浜漆器「芝山漆器」 村田商店 村田勝次郎
硬質サクラ漆器 河野篤二 産靖社主

横浜輸出彫刻家具
有限責任横浜輸出彫刻家具信用販売
購買利用組合(調査)

鎚起金銀銅器 四代目 玉川覚平
津久井絹織物(内地向小巾) 北相織物同業組合
愛川輸出絹織物(広巾) 愛川輸出絹織物製造業組合
輸出絹織物及輸出人造絹織物手工捺染品生産 横浜輸出織物染色工業組合
機械刺繍 橋本要次郞
絹手刺繍 山本直次郎
絹手巾 岡本勇吉商店
絹手巾・絹綿キモノ・絹寝衣・絹製肌衣・絹製クツシヨン・絹製蒲団・
絹製ピジヤマ・ワイシャツ・テーブルクロ−ス・センター・モザイク・
ドイリ・ドロンウオーク・バテンレース

横浜輸出織物加工品同業組合

子供服・シャツ・子供帽子 吉善縫製工場 吉村善一
箱根物産 木竹製品 箱根物産同業組合
鎌倉彫 後藤博古堂
綿タヲル 吉浜タヲル生産組合
籐椅子 鴻利号李祐占
籐柳製品、椅子類、乳⺟⾞其他諸種柳⾏李果実籠其他 横浜籐柳製品商工組合
鞄皮革製袋物 清水屋鞄店 外
革製袋物 〔清水屋鞄店 外〕
箱根物産「木製玩具」 箱根物産同業組合
江ノ島貝細工 江ノ島貝細工組合
鎌倉貝細工 湯浅新三郎
横浜人形
団扇 川井栄太郎
莫大小製品（肌衣、靴下、手袋、首巻、脚絆、袖生地） 横浜莫大小同業組合
輸出雑貨(玩具・ベビーシューズ・押絵細工・ピンクッション・紙製
品・団扇・電気笠等)
セルプ釦 横浜セルプ合資会社
金モール 合名会社加藤重利商店
輸出洋傘及内地向洋傘 横浜輸出洋傘工業組合
麻真田 横浜輸出麻真田工業組合
婦人帽子製造販売業 合資会社ウルベ婦人帽子店
造花 加藤仙吉
大山物産 大山物産組合
蓄音機 製造及販売 株式会社日本蓄音器商会
蓄音機、レコード 日本ビクター蓄音機株式会社
オルガン・ピアノ 日本楽器製造株式会社横浜工場

表1　実用工芸品調査要項類が綴じられているもの

写真４�　横浜人形�横浜人形親土会
（市史資料室写真33868・
「〔行幸関係アルバム〕」1929年）

〔記入なし〕

〔記入なし〕
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し
て
漆
器
を
製
造
し
た
と
い
う
（
寺
島
柾
史

『
日
本
現
代
の
発
明
家
物
語
』
三
〇
三
ペ
ー

ジ
）。
そ
の
後
、
井
土
ケ
谷
町
に
産
靖
社
と
い

う
工
場
を
設
置
し
本
格
的
に
製
造
し
て
い
た
。

三
三
年
に
は
、
河
野
・
北
村
は
全
国
発
明
表

彰
進
歩
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

鎚
起
金
銀
銅
器
は
、
玉
川
覚
平
の
祖
先
が
江

戸
時
代
か
ら
製
造
し
て
お
り
、
現
在
も
新
潟
県

燕
市
に
玉
川
堂
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
横

浜
に
は
、
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
四
代
目
が
鈴

木
達
治
の
勧
奨
に
よ
っ
て
分
工
場
を
設
置
し
た

（
玉
川
堂W

eb-https://w
w
w
.gyokusendo.

com
/

）。

　

セ
ル
プ
釦
は
、斎
藤
主
一
の
特
許
（
二
七
年
、

特
許
七
一
二
二
〇
号
）
を
元
に
し
、
斎
藤
が
東

京
の
三
田
で
製
造
し
て
い
た
セ
ル
ロ
イ
ド
・
パ

ル
プ
製
ボ
タ
ン
で
あ
り
、（
財
）
横
浜
市
家
内

工
業
振
興
会
の
工
業
資
金
に
よ
り
中
区
北
方
町

に
工
場
を
設
置
し
製
造
、
そ
の
た
め
横
浜
釦
と

呼
ば
れ
た
（『
横
浜
に
於
け
る
中
小
工
業
』）。

　

こ
の
調
査
の
調
査
項
目
に
は
、
生
産
高
や
従

業
員
数
な
ど
の
基
本
的
な
数
値
や
原
料
・
材
料
、

こ
れ
ら
の
産
地
、
製
品
の
特
色
等
の
概
要
や
研

究
、
輸
出
額
、
相
手
国
、
そ
し
て
将
来
の
生
産
・

輸
出
見
込
な
ど
が
あ
っ
た
。
調
査
が
行
わ
れ
た

頃
は
昭
和
恐
慌
の
影
響
か
ら
脱
出
し
つ
つ
あ
る

時
期
な
の
で
、
景
気
や
売
れ
行
き
・
将
来
見
込

が
書
か
れ
て
い
る
産
業
は
、
一
九
二
〇
（
大
正

九
）
年
頃
が
最
盛
期
で
昭
和
初
期
に
は
恐
慌
で

落
ち
込
み
、
や
っ
と
上
向
い
て
き
た
と
書
い
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
芝
山
漆
器
の
よ
う
に
明

治
初
年
か
ら
の
産
業
で
は
、「
明
治
三
十
八
九

年
ノ
日
露
戦
争
直
後
ハ
非
常
ナ
好
況
ニ
メ
グ
マ

レ
、
ソ
ノ
後
欧
州
大
戦
後
ニ
モ
相
当
ノ
輸
出
ヲ

ミ
タ
レ
共
昭
和
二
三
年
を
境
ト
シ
テ
余
リ
振
ハ

ズ
」
と
日
露
戦
争
直
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。芝
山
も
将
来
見
込
で
は「
室

内
装
飾
家
具
ト
シ
テ
応
用
セ
ル
「
芝
山
漆
器
」

モ
コ
ノ
一
、二
年
幾
分
回
復
ノ
萌
シ
ヲ
示
シ
居

リ
品
質
ノ
改
良
ト
相
俟
ッ
テ
相
当
ノ
進
展
ヲ
期

待
ス
」
と
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

　

横
浜
輸
出
彫
刻
家
具
は
、「
震
災
前
ニ
ハ
及

バ
ズ
モ
（
参
考
大
正
拾
年
前
後
は
年
産
額
凡

金
丗
五
万
円
位
）、
年
々
生
産
高
増
加
セ
ル
モ

資
金
ノ
関
係
上
品
価
ノ
低
下
ヲ
駆
逐
ナ
ラ
ズ
、

年
々
品
位
ノ
低
下
ヲ
残
念
ト
見
ル
モ
輸
出
業

者
ト
ノ
取
引
上
ノ
利
得
関
係
上
不
止
得
ト
ス

ル
モ
斯
業
品
ノ
今
後
衰
フ
ベ
キ
ヿ
ナ
キ
カ
ト

憂
慮
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
生
産
高
は
増
加
し

た
が
輸
出
商
と
の
関
係
で
品
質
は
低
下
し
て

き
て
お
り
衰
退
を
憂
慮
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

輸
出
が
ほ
と
ん
ど
無
い
産
業
も
あ
り
、
ビ

ク
タ
ー
は
販
路
を
「
日
本
全
土
」
で
輸
出
は

「
ナ
シ
」と
記
載
し
て
い
る
。
婦
人
帽
子
は「
支

那
方
面
に
も
輸
出
・
移
出
を
企
画
し
、
現
に

上
海
方
面
に
輸
出
せ
る
も
其
額
未
だ
多
か
ら

ず
」
と
輸
出
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
段
階

の
産
業
も
あ
っ
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

こ
の
よ
う
に
実
用
工
芸
品
産
業
の
括
り
に

よ
り
個
人
生
産
か
ら
大
工
場
ま
で
対
象
と
な

り
、調
査
目
的
の
文
書
が
な
い
た
め
と
「
材
料
」

の
段
階
で
あ
る
の
で
分
か
り
づ
ら
い
資
料
で

あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
横
浜
市
域
に
限
る
が
、

一
九
三
五
年
に
横
浜
商
工
会
議
所
が
市
内
の

中
小
工
業
を
調
査
し
、『
昭
和
五
年
末
現
在　

横
浜
に
於
け
る
中
小
工
業
』（
一
九
三
六
年
）

を
発
行
し
て
お
り
、
実
用
工
芸
品
と
は
視
点
は

違
う
も
の
の
産
業
・
製
品
の
重
な
り
は
多
い
。

こ
の
調
査
報
告
書
は
、
産
業
・
製
品
に
関
し

そ
れ
ぞ
れ
数
十
ペ
ー
ジ
を
費
や
し
、
詳
細
な

記
述
と
な
っ
て
い
る
。
家
内
工
業
の
調
査
で

は
一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
三
月
発
行
の『
横

浜
市
商
工
彙
報
』
第
一
九
号
、
三
七
（
昭
和

一
二
）年
調
査
の『
横
浜
市
家
内
工
業
調
査
書
』

も
あ
り
、
そ
の
他
、
個
別
の
産
業
に
つ
い
て

記
載
し
た
報
告
・
記
事
な
ど
も
商
工
会
議
所

等
の
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同

時
代
に
『
横
浜
市
史
稿
』
産
業
編
（
一
九
三
二

年
）
も
あ
り
、
今
回
紹
介
し
た
資
料
は
、
こ

れ
ら
の
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
と
比
較
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
簿
冊
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

『
横
浜
市
家
内
工
業
調
査
委
員
会
誌
』（
横
浜
市

役
所
）
一
九
二
九
年
、『
意
匠
制
度
１
２
０
年

の
歩
み
』（
特
許
庁
）
二
〇
〇
九
年
、『
湯
河

原
町
史
』
第
三
巻
（
湯
河
原
町
）
一
九
八
七

年
、『
調
査
資
料
第
二
七
輯�

朝
鮮
の
市
場
経

済
』（
朝
鮮
総
督
府
）
一
九
二
九
年
）、
寺
島

柾
史
『
日
本
現
代
の
発
明
家
物
語
』（
文
教
書

院
）
一
九
三
三
年
、「
河
野
篤
二
君
に
聴
く
」

（『
発
明
』
三
〇
─
七
）
一
九
三
三
年
七
月
。

※�

文
献
の
多
く
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
依
っ
た
。

�

（
百
瀬　

敏
夫
）

写真５　�セルプ釦製造�横浜セルプ合資会社
　　　　�『横浜市家内工業調査委員会誌』（横浜市役所）

1929年口絵

写真６　�莫大小�譲原工場〔萬栄莫大小〕『横浜市家内工
業調査委員会誌』（横浜市役所）1929年口絵

写真７　�ドロンウォーク卓子掛　横浜輸出織物加工
同業組合（市史資料室写真33861・「〔行
幸関係アルバム〕」1929年）
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『
モ
ー
ド
』
は
、
岩
崎
学
園
・
横
浜
洋
裁
学

院
同
窓
会
が
発
行
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
岩
崎

学
園
は
、
岩
崎
春
子
が
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
に
創
立
し
た
、
横
浜
洋
裁
専
門
女
学
院
を

始
ま
り
と
す
る
。

　

戦
後
再
開
さ
れ
た
学
校
の
同
窓
会
員
か
ら
、

機
関
誌
を
出
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
五
月
に
雑

誌
を
創
刊
し
た
。
神
奈
川
県
内
で
発
行
さ
れ

た
、
唯
一
の
服
飾
専
門
誌
で
あ
っ
た
。
当
初
、

発
行
部
数
は
、
八
〇
〇
部
く
ら
い
だ
っ
た
と

い
う
。
流
行
を
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
意
味
で
、

岩
崎
が
「
モ
ー
ド
」
と
名
付
け
た
。
洋
裁
技

術
を
専
門
と
し
て
、
立
体
裁
断
の
技
術
を
掲

載
し
た
。
同
誌
の
ナ
ン
バ
ー
を
追
う
こ
と
に

よ
り
、
流
行
の
変
遷
が
わ
か
る
。

　

第
一
七
号
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

春
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
学
校
を
卒
業
し

社
会
に
巣
立
つ
人
に
向
け
て
特
集
を
組
ん
だ
。

セ
ー
ラ
ー
服
な
ど
高
等
学
校
の
制
服
を
更
生

し
て
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ツ
ー
ピ
ー
ス
を
作
成

す
る
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

実
際
に
着
用
し
た
モ
デ
ル
の
写
真
が
、
グ
ラ

ビ
ア
頁
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

諸
岡
美
津
子
「
服
装
を
整
え
る
時
の
た
め

に
」
で
は
、「
既
製
服
の
買
い
方
」
を
伝
授

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
洋
裁
学
校
が

発
達
し
、
街
角
に
一
軒
ず
つ
洋
装
店
が
立
ち

並
ぶ
な
か
、
既
製
服
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
は
、
経
済
的
な
理
由
の
ほ
か
に
す
ぐ

に
手
に
入
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
、
注
文
服
の
半
分
く
ら
い
の
価

格
で
買
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
大
量
生
産

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
シ
ャ

レ
の
本
質
と
も
い
え
る
「
自
分
以
外
に
は
着

て
な
い
も
の
」
を
着
る
、
と
い
っ
た
希
望
は

な
く
な
る
。
近
頃
は
業
者
も
品
質
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
る
か
ら
、
昔
ほ
ど
粗
悪
な
も
の

は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
既
製
服
を
買
う

場
合
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
、
生
地
の
豊
富
さ
と

い
う
点
か
ら
、
デ
パ
ー
ト
か
専
門
店
を
選
び
、

よ
く
店
員
と
相
談
し
て
み
る
こ
と
だ
と
い
う
。

購
入
さ
れ
る
洋
服
が
、
注
文
服
か
ら
既
製
服

へ
と
移
っ
て
い
く
頃
の
様
子
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、「
活
躍
す
る
二
組
の
と
も
か
せ
ぎ
」

と
し
て
、
当
時
一
般
的
で
な
か
っ
た
共
働
き

を
す
る
服
飾
関
係
者
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
を
紹

介
し
た
。
そ
し
て
、
岩
崎
の
郷
里
で
あ
る
三

島
市
の
、
北
上
青
年
団
を
訪
ね
る
「
農
村
青

年
に
聞
く
」
と
い
う
企
画
も
あ
り
、「
農
村
の

働
き
着
」
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
示
し
て
い
る
。

　

横
浜
市
史
資
料
室
は
、
第
一
七
号
か
ら
第

五
一
号
（
一
九
六
六
年
八
月
）
ま
で
の
『
モ
ー

ド
』
を
所
蔵
し
て
お
り
、
申
請
の
う
え
で
閲

覧
が
可
能
で
あ
る
（
但
し
、
第
二
一
号
、
第

二
二
号
、
第
二
七
号
、
第
三
五
号
、
第
四
〇

号
は
欠
号
）。

�

（
上
田　

由
美
）

� ●所蔵資料紹介　●市史資料室たより

所
蔵
資
料
紹
介

『
モ
ー
ド
』�

第
一
七
号

　
　（
一
九
五
七
年
三
月
）

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が行っています。
 リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　　　

《市史資料室たより》
【令和6年度横浜市史資料室室内展示】
◆「雑誌にみる女性たちの集い 
　―『令女界』と女学校同窓会誌から」
会　期：7月27日（土）～11月9日（土）
時　間：午前9時30分～午後5時
会　場：横浜市西区老松町１番地（横浜市
　　　　中央図書館地下1階）当室室内
◎入場無料

R・J・R東京・横浜支部合同ハイキング
1940（昭和15）年3月大倉山公園にて　篠原あや資料

【令和6年度横浜市史資料室講演会】
「野毛界隈彫刻巡礼 
　―清正公と井伊直弼と美空ひばり」（仮）
講　師：木下直之（静岡県立美術館館長）
日　時：9月28日（土）午後2時～4時
＊�申込み方法等の詳細は講演会のチラシおよ
び当室ホームページをご覧ください。

【寄贈資料】

1浅野幸江様
　浅野俊博資料� 238件
2澁谷惇江様
　澁谷栄之助資料� 15件
3伊賀上幸様
　飛鳥田一雄資料追加� 29件
4瀧澤　智様
　横浜市立東高等学校学校新聞� 1件
5小山芳美様
　小山芳美家資料追加� 3点
6横山　聖様
　陸軍脛当て、横浜市銃後奉公会顕彰旗、他
� 3件

【横浜市史資料室のご利用について】
　横浜市史資料室は、取り寄せが必要な資料
が多いため「事前予約の方優先」によるサービ
スの利用を案内しております。事前に電話、
ｅメール等でご利用方法等をご相談ください。
　予約なしで来室された場合、閲覧を希望さ
れる資料によっては、取り寄せの関係から別
日にご案内する場合がありますのでご了承く
ださい。ご不便をおかけしますが、ご理解・
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

【資料提供のお願い】
　当室では昭和期の横浜に関する国内外の資
料の収集・保存・調査研究及び公開を行って
います。昔の街並みや行事の写真、古い絵は
がき、パンフレット、ポスターなど横浜を記
録した資料をお持ちの方はぜひご連絡くださ
い。次世代の市民に引き継ぎます。

◇休室日のご案内◇

毎週日曜日及び横浜市中央図書館休館日

8/19（月）、9/17（火）

10/15（火）、11/5（火）

＊＊＊＊訂正のお知らせ＊＊＊＊

『市史通信』第49号

【4頁　本文　第3段　4行目】

　×　七八三戸　→　○　七三八戸

【4頁　図1　図中地名】

　×　御立野所　→　○　御野立所

【6頁　写真1　キャプション】

　×　田奈の苺共同出荷

　→　○　田奈の柿「禅寺丸」の共同出荷

『モード』第17号表紙（平出スミヱ画）
横浜市史資料室所蔵


